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「
生
徒
心
得
」
改
正

近
く
右
に
三
保
の
松
原
を
望
み
、
天
羽
衣
を
想
起
し
、
左
に
奥
津
の
清
見
寺
を

眺
め
、
遠
く
は
田
子
の
浦
邊
の
白
波
の
美
し
き
と
、
八
染
の
芙
蓉
峰
の
秀
威
と

を
賞
し
、
三
保
の
松
原
に
遊
び
て
清
水
港
に
宿
し
、
翌
日
は
江
尻
奥
津
を
経
て

洞
見
寺
に
到
り
、
蒲
原
を
過
ぎ
て
岩
淵
に
宿
り
、
歩
し
て
原
に
向
ひ
て
左
富
士

の
奇
勝
を
探
る
も
あ
り
、
深
車
に
搭
じ
て
坐
ら
風
光
の
明
媚
を
愛
づ
る
も
あ
り

て
、
人
さ
ま
人
＼
‘
に
旅
行
を
了
り
て
、
十
七
日
午
後
八
時
十
分
新
橋
著
に
て
蹄

京
し
た
り
。

関

連

事

項

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
設
立

明
治
四
十
二
年
一
月
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
評
議
会
は
絵
画
専
門
学
校

設
立
を
文
部
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
結
果
、
同
年
四
月
、
京
都
市
立
絵
画
専
門

学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
当
初
、
生
徒
数
は
一
五

0
名
、
修
業
年
限
は
予
科
が
二

年
、
本
科
が
三
年
、

研
究
科
が
二
年
で
美
術
工
芸
学
校
（
吉
田
町
）
の
校
舎
の

一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
授
業
を
開
始
し
た
。
は
じ
め
は
大
野
盛
郎
が
校
長
事
務

取
扱
を
つ
と
め
、
四
十
三
年
三
月
よ
り
松
本
亦
太
郎
が
校
長
（
美
術
工
芸
学
校
長

兼
任
）
に
就
任
。
竹
内
栖
鳳
、
菊
地
芳
文
、
谷
口
香
嬌
、
山
元
春
挙
、
西
山
翠

峰
、
合
田
一
峰
、
徳
田
隣
斎
、
菊
地
契
月
、
庄
田
鶴
友
、
辻
華
香
ら
が
実
習
の

指
導
に
あ
た
り
、
中
井
宗
太
郎
は
美
術
史
を
、
池
辺
義
象
は
国
文
学
を
、
江
馬

務
は
風
俗
史
を
教
え
た
。
明
治
四
十
四
年
―
―
一月
に
は
入
江
波
光
、
小
野
竹
喬
、

榊
原
雨
村
、
榊
原
紫
蜂
、
土
田
麦
倦
、
星
野
空
外
、
松
宮
芳
年
、
村
上
華
岳
ら

八
名
が
卒
業
す
る
（
野
長
瀕
晩
花
は
中
退
）
。

③

福
地
復

生
徒
ニ
シ
テ
本
校
内
二
公
告
貼
札
等
ヲ
為
サ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
豫
メ

本
校
ノ
許
可
ヲ
得
テ
後
チ
指
定
ノ
場
所
二
限
リ
之
ヲ
掲
示
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
廿
三

家
族
若
ク
ハ
同
居
人
中
又
ハ
住
所
ノ
近
傍
二
於
テ
激
症
傭
染
病
二
罹

リ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
速
二
其
旨
ヲ
本
校
二
届
出
ッ
ヘ
シ

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
一
号
の
「
芸
苑
彙
報
」
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
た
。

0
幅
地
復
一
氏
逝
く
蘭
案
家
と
し
て
斯
界
に
功
労
あ
り
し
揺
地
復
一
氏

は
、
昨
年
束
胃
癌
を
患
ひ
、
大
學
病
院
に
入
り
て
療
養
中
な
り
し
が
、
整
薬

効
な
く
〔
明
治
四
十
二
年
〕
七
月
廿
二
日
午
前
三
時
芝
高
輪
北
町
の
自
宅
に

て
逝
去
せ
り
。
氏
は
伊
勢
園
宇
治
山
田
の
人
に
し
て
、
同
縣
師
範
學
校
卒
業

後
、
上
京
し
て
三
田
芝
英
語
學
校
に
入
り
、
明
治
二
十
二
年
伊
勢
神
苑
會
の

依
隣
に
て
、
初
め
て
歴
史
博
物
館
の
設
計
に
従
事
し
た
る
を
圏
案
界
に
身
を

投
ず
る
の
動
機
と
し
て
、
其
後
博
物
館
、
東
京
美
術
學
校
等
に
奉
職
し
、
又

内
外
博
覧
會
、
共
進
會
等
の
設
計
及
び
審
査
に
従
事
し
て
、
三
十
年
の
巴
里

博
覧
會
の
際
に
は
、
審
査
員
と
し
て
同
地
に
遊
び
、
蹄
朝
後
は
日
本
岡
案
會

を
設
立
し
て
専
ら
意
匠
園
案
界
に
貢
獣
す
る
傍
ら
、
美
音
會
を
起
し
て
歌
舞

第
廿

（天
香
）
死
去

（『東
京
美
術
学
校

一
覧
鱈
呻
麟
醗
誌
巽
』）

明
治
四
十
二
年
四
月
、

「
生
徒
心
得
」

ケ
条
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

（第

一
条
1
第
二
十
一
条
）
に
次
の
二
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淵
、
福
井
江
亭
、
端
館
紫
川、

諸
星
成
章
、
戸
田
玉
秀
、
島
崎
柳
嗚
、
田
中

〔
忠
〕

頼
章
其
他
の
諸
氏
洩
れ
聞
き
て
大
に
賛
成
し
門
下
一
統
を
糾
合
し
て
其
事
業

を
完
成
せ
し
む
る
こ
と
4

な
り
た
る
に
翁
も
其
情
誼
の
厚
き
に
感
じ
師
弟
裁

力
し
て
鰹
螢
す
る
に
決
し
先
づ
其
敷
地
と
し
て
川
端
邸
の
隣
地
な
る
市
有
地

三
百
坪
許
を
彿
下
げ
取
敢
ず
五
千
園
の
エ
費
に
て
第
一
期
の
工
事
即
ち
六
七

る
注
意
を
典
へ
ら
れ
つ

4
あ
る
由

十
坪
の
穂
二
階
建
校
舎
の
建
築
に
取
掛
り
遅
く
も
来
る
四
月
頃
に
は
開
校
せ

ん
と
急
ぎ
居
れ
り
、
右
に
つ
き
美
術
教
育
の
罷
験
に
富
め
る
正
木
〔
直
彦
〕
美

術
學
校
長
を
始
め
濱
尾
新
、
高
嶺
秀
夫
諸
氏
も
非
常
に
賛
成
し
種
々
有
盆
な

尚
校
長
兼
赦
頭
は
玉
章
翁
自
ら
之
に
あ

自
ら
資
を
投
じ
て
校
舎
建
築
の
計
聾
を
な
せ
し
を
同
門
の
出
身
な
る
高
橋
玉

校
を
輔
翼
し
且
は
不
完
全
な
る
私
塾
的
赦
育
の
情
弊
を
打
破
せ
ん
と
決
心
し

々
に
衰
退
に
赴
く
は
主
と
し
て
正
営
な
る
給
聾
赦
育
の
方
法
普
及
せ
ざ
る
に

〔
マ
マ

〕

基
け
る
も
の
な
り
と
し
妥
に
一
の
私
立
霊
學
を
創
立
し
唯
一
の
官
立
美
術
學

技
術
は
豫
科
に
は
臨
饗
窯
生
を
課
し
本
科
に
は
臨
聾
、
植
物
寓
生
、
動
物
寓

る
を
以
て
遠
か
ら
ず
校
舎
の
新
築
工
事
に
取
掛
由
叉
同
校
規
則
は
各
科
の

0
川
端
盟
學
校
の
認
可
同
校
は
愈
々
此
程
其
筋
よ
り
設
立
の
認
可
を
得
た

（
『
美
術
新
報
』
第
七
巻
第
二
十
一
号
。
明
治
四
十
二
年
一
月
）

す
と
来
る
五
月
九
日
芝
公
園
内
紅
葉
館
に
於
て
畢
行
す
る
に
決
定
し
事
務
所
を
川

。JI端
聾
學
校
新
設
日
本
甕
の
巨
匠
川
端
玉
章
翁
は
頃
日
純
日
本
霊
の
日

て
『
美
術
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

昔
曲
の
稜
逹
を
岡
り
、
其
功
績
世
に
認
め
ら
れ
ん
と
す
る
に
及
び
て
遠
逝
せ

本
校
教
授
川
端
玉
章
は
公
務
の
傍
ら
自
邸
の
隣
に
新
た
に
画
学
校
を
設
け
て

経
営
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
四
十
二
年
九
月
九
日
、
川
端
画
学
校
の
開

校
式
が
行
わ
れ
た
。
最
初
の
募
集
生
徒
数
は
五
十
名
で
、
同
校
の
内
容
に
つ
い

④

川
端
画
学
校
設
立

し
は
惜
む
べ
し
。
享
年
四
十
九
゜

た
り
、
数
授
は
門
下
の
先
輩
に
選
任
し
科
目
は
差
嘗
り
豫
科
本
科
専
科
及
夜

學
部
に
分
ち
将
来
は
女
子
部
を
も
設
く
る
豫
定
な
る
が
豫
備
科
の
入
學
程
度

は
小
學
校
高
等
科
卒
業
以
上
に
て
修
業
年
限
二
箇
年
に
し
て
随
時
入
學
を
許

し
△
本
科
は
修
業
期
限
五
箇
年
に
し
て
人
物
、
花
鳥
、
山
水
井
に
必
須
な
る

又
本
校
教
授
法
の
特
色
は
修
業
期
限
を
五
箇
年
と
せ
る
も
随
時
成
績
品
を

提
出
し
て
卒
業
證
書
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
専
科
も
同
様
成
績
に
よ

り
て
修
業
證
明
書
を
典
へ
員
の
技
術
養
成
を
圏
る
に
在
と
い
ふ

〔
自

ら

〕

〔

自

ら

〕

暁
に
は
翁
自
校
長
兼
教
頭
た
る
の
外
に
、
縮
聾
数
員
は
翁
自
こ
れ
を
門
下
に

採
り
學
術
教
授
は
他
よ
り
こ
れ
を
聘
す
べ
し
と
。
芦
『
翫
予
事
〕

0
川
端
盟
學
校
設
立
協
賛
會
の
組
織
右
に
付
同
門
出
身
の
先
翡
に
よ
り
て

成
る
幹
事
會
は
九
日
川
端
邸
に
於
て
開
會
協
賛
の
宜
を
畢
ぐ
る
為
め
川
端
盟

學
校
設
立
協
賛
會
を
組
織
し
其
事
業
の
一
部
と
し
て
協
賛
會
天
員
會
と
い
ふ

を
設
骰
し
會
員
五
百
名
を
募
集
し
て
金
員
の
寄
附
を
請
ひ
之
に
到
し
協
賛
會

員
即
ち
川
端
門
下
諸
氏
の
揮
嚢
を
抽
級
に
て
阻
呈
す
る
筈
な
る
が
、
焚
會
は

端
甕
塾
内
に
設
け
庶
務
會
計
其
他
の
係
員
を
も
定
め
て
幹
事
諸
氏
之
を
握
嘗

叉
開
校
の

學
科
を
数
授
し
△
専
科
は
各
科
目
中
一
科
目
を
撰
び
て
専
攻
す
る
も
の
と
す
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